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１ 目的 

 本研究の目的は、近年、利用者が急速に増加しているソーシャルメディア Twitterの利用とテレ

ビ番組視聴との関係について、テレビ番組選択行動およびテレビ番組に関するツイート行動の 2つ

の視点から理解することである。テレビ番組選択行動に関しては、「つながり」志向の強さが、

Twitter 上で得た情報によるテレビ番組選択行動に対して与える影響について分析する。また、ツ

イート行動については、情報発信行動と「つながり」という充足との関連について分析する。 

２ 方法 

 本研究では、オンラインによる調査票調査を実施した。インターネットリサーチ会社「楽天リサ

ーチ」に依頼し、2016年 10 月に同社モニター登録者 18歳から 69歳までの男女 2000人を対象と

した調査を行った。集まったデータをもとに、SPSSを用いて統計分析を行った。なお、本研究は、

電気通信普及財団の助成を受け、行われている。 

３ 結果 

 相関分析の結果、「つながり」志向の強さと、Twitter上で話題にされていたテレビ番組の選択と

の間には、低い相関が見られた。また、「いつも知人や友人とつながっている感覚が好きだ」とい

う「つながり」志向の強さと、テレビ番組に関するツイートをする理由として「人から感謝される

とうれしいから」「フォロワーに情報を教えてあげると役に立つから」という他者による評価動機

にやや高い相関が見られた。一方、「人と一緒にいるのが好き」という「つながり志向」と上記 2

変数との相関は低かった。 

４ 結論 

 分析の結果から、Twitter 上で話題にされた番組を見ることと「つながり」志向の強さには、あ

まり関連がないことがわかった。他の要因が関連している可能性も考えられることから、今後の分

析では、「つながり志向」以外の変数との関連を探る必要がある。 

 一方、テレビ番組に関するツイート行動については、「つながり志向」と一定の関連は見られた。

「つながり志向」の中でも、「いつも知人や友人とつながっている感覚が好きだ」と「人と一緒に

いるのが好き」で異なる結果となったのは、感覚的なつながりと物理的のつながりという違いが影

響しているのではないかと考えられる。 

 本研究の結果から、「つながり志向」という価値観と Twitter 利用行動との間には、ある程度の

関連は見られたものの、「つながり志向」以外の要因がより強い影響を及ぼしている可能性が示唆

された。 
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